
地 域 再 生 計 画 の 事 後 評 価 結 果 に つ い て

計 画 に 基 づ き 事 後 評 価 結 果 を 公 表 し ま す 。

地 域 再 生 計 画 と は

地 域 再 生 法 （ 平 成 17年 ４ 月 １ 日 施 行 ） に 基 づ き 、 地 域 経 済 の 活 性

化 、 地 域 雇 用 の 創 造 を 実 現 す る こ と を 目 的 と し 、 意 欲 あ る 地 方 公 共

団 体 が 、 地 域 の 特 性 を 踏 ま え つ つ 、 構 想 を 立 案 し 、 取 り 組 み を 行 う

も の で す 。

日 高 町 で は 、地 域 の 生 活 環 境 の 改 善 の た め 、「 人 と 自 然 が 共 生 し 、

豊 か で う る お い の あ る ま ち “ ホ ッ と タ ウ ン ・ ひ だ か ”」 地 域 再 生 計

画 を 策 定 し 、 平 成 17年 ６ 月 １ ７ 日 に 内 閣 府 か ら 認 定 を 受 け ま し た 。

日 高 町 地 域 再 生 計 画 の 概 要

地 域 再 生 計 画 の 名 称

人 と 自 然 が 共 生 し 、 豊 か で う る お い の あ る ま ち “ ホ ッ と タ ウ ン ・

ひ だ か ”

計 画 区 域

日 高 町 の 全 域

計 画 期 間

平 成 17年 度 ～ 平 成 21年 度

計 画 概 要

日 高 町 は 紀 伊 半 島 の 西 部 海 岸 沿 い に 位 置 す る 穀 倉 地 帯 で 、 水 稲 や

果 樹 、 野 菜 等 の 複 合 経 営 が 農 業 の 主 要 業 態 で あ る 。 ま た 、 豊 か な 自

然 環 境 を 背 景 に 観 光 の 場 と し て 親 し ま れ 、 町 で は 「 ホ ッ と タ ウ ン ・

ひ だ か 」 を 標 語 に ま ち づ く り を 進 め て い る 。 目 下 、 町 の 課 題 は 生 活

様 式 や 農 業 生 産 様 式 の 変 化 に 伴 う 農 業 用 排 水 の 汚 濁 と 、 こ れ に 伴 う

悪 臭 や 生 活 環 境 の 悪 化 に 対 応 す る こ と で あ る 。 こ の た め 町 で は 汚 水



処 理 施 設 等 の 整 備 に 努 め て き た が 、 汚 水 処 理 人 口 普 及 率 は ４ ４ ％ と

全 国 平 均 を 大 き く 下 回 っ て い る 。 町 で は 汚 水 処 理 施 設 の 整 備 に よ っ

て 環 境 保 全 を 図 り 、 人 と 自 然 が 共 生 す る 地 域 の 再 生 を 図 る 。

計 画 の 目 標

１ ． 汚 水 処 理 施 設 の 整 備 促 進 (汚 水 処 理 人 口 普 及 率 を 44％ か ら 65％

に 向 上 )

２ ． 衛 生 的 で 良 好 な 住 環 境 が 創 出 さ れ る こ と に よ る 定 住 人 口 の 増 加

(7,660人 か ら 8,000人 に 増 加 )

目 標 を 達 成 す る た め に 行 う 事 業

汚 水 処 理 施 設 整 備 交 付 金 を 活 用 し 、 町 内 全 域 を 住 居 の 集 合 形 態 に

よ り 、 農 業 集 落 排 水 事 業 及 び 浄 化 槽 設 置 事 業 で 整 備 す る 。

事 後 評 価 結 果

事 業 の 成 果 は 、 １ つ め の 目 標 で あ る 汚 水 処 理 人 口 普 及 率 は 44％ か

ら 93.0％ と な り 、 目 標 の 65％ を 大 き く 上 回 り ま し た 。

し か し 、 人 口 が 8, 0 0 0人 に 増 加 と い う ２ つ め の 目 標 は 達 成 す る こ

と が 出 来 ま せ ん で し た 。そ れ で も 、周 辺 の 自 治 体 が 人 口 を 減 ら す 中 、

7,786人 に ま で に 増 加 し ま し た 。


